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はじめに

小児の急性障炎は成人に比して比較的稀れな疾患で,

発生機序も不明なものが 多くいう
,本 邦,欧 米ともに症

例報告の域を出ないのが現状である。われわれは最近,

急性腹症の診断で開腹した結果,膵体尾部の出血性壊死

性陣炎であった5歳女児の 1例を経験し,術後経中心静

脈栄養 (IVH)お よび aprOtininの大量投与を行い良好

な経過が得られたので,小 児急性膵炎の本邦報告51例の

集計とともに報告する。

非○布○子,5歳 6カ 月女児.

家族歴 :特記すべきことなし,

既往歴 :生下時3170gで正常分娩.麻 疹,水 痘の既往

がある。

現病歴 :3歳 頃より,と きに食後の心寓部痛と全身倦

怠を訴えることがあったが自然消失していた。入院前夜

から突然上腹部激痛および頻回の嘔吐が出現し,近 医小

児科を受診,急 性腹症の疑いのもとに昭和52年8月 9日

当科を紹介されてきた.

入院時所見 :体温37℃,顔 面蒼白,苦 悶状を塁し膝胸

位をとる。腹部は平垣で上腹部に圧痛,筋性防禦がみら

れるが Blumberg's signゃ腫瘤触知は明らかでなく,腸

雑音は微弱であった。また,耳 下腺脹もなかった.

例症

小児急性出血性壊死性解炎の 1手術治験pll
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入院時検査所見 :白血球数21,000,胸部X線 ,心電図

は正常で,腹 部単純撮影では小腸,大 腸に不定ガス像を

認めた (図1).

図 1 腹 部単純X線 では不定ガス像のみがみられる。

手術所見 :全体下に開腹するに,血 性腹水約500mlを

認め,小 網,大 網に斑点状脂肪壊死がみられ,膵 体尾部

は暗赤紫色を呈し出血性壊死性膵炎であ った (図2).
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図 2 解 体尾部は時赤紫色を塁 し,出 血性壊死性障

炎め像である.

表 1 検 査成績の推移

75(663)

ガストログラフィンによる胃腸透祝でも異常をみないこ

とから経過観察したところ,約10日間で下熱し圧痛も消

失した。以後,経過良好で術後51日日に限院し再発の徴

候はない,

考  察

小児急性昨炎は比較的怖れな疾患 とされ,Sいert"1ま

50万人に 1人の苦1合であると報告している。その原因と

して,‐胆道系疾患が少ないこと,ア ルヨール摂取や暴飲

嫌食が少ないこと,陣 1血流障害や膵管上皮の字L頭状増

生,解 石,解 痛などによる際液排出障害などが成人に比

して少ないことが考えられているりD.

小児膵炎報告は,欧 米では,'lumenstoc“らP(1957),

Blumentalら7)(1961),HartiCyゆ(1967),Sibertめ(1975),

JOrdanら
り

(1977)の集計報告が主なものであり,本 邦

では,琴 寄らの
,鈴 木ら

1°
,止 1本ら!が集計報告してお

り,山 本らは本邦報告58例に自験 4例 を加え物例を朱計

している。われわれは山本らの集計以後1977年までに自

験例を含めて51911の本邦報告例を集計したので若千の統

計的,文 献的考察を加えてみた.

年齢および性別 :牧l'は
生後 4日 日の最年少症例を撮

告しているが,わ れわれの集計では 1歳未満例はなく,

4～ 5歳 がもっとも多く半数以上を占め,残 りはほぼ均

竿分布であった。JOrdanら
りは,10歳以上に多く,思春

期から急増をみると述べている,男 女比は22:29で ,や

ゃ女児に多く,諸 家の報告と同様であった.

発症原因 :成人例 では胆石,ア ルヨールに起囚する

ものが50～80%を 占め る力ぜいⅢP小 児例 では,欧 米で

19.0～67.5%φ°のり
,本 邦 でも約 7割 が 原因不明であ

るいり1叱 Hartleyめは小児膵炎128例の原因として,外 傷

31.3%,胆道系異常17.9%,‐代謝因子21.0%ぅ|!感染症10

%,不 明20.3%と報告している.われわれの集計例では

表2の如く,不明例力も6.9%を占め,感染症,ステロイ

表 2 発 生原因
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アミラーゼ正常4L i血清0～4001U/″,尿 16～32U

胆道系には異常をみとめず,陣 に直接浸襲を加えること

なく陣周囲 ドレナージのみにとどめ閉腹した。

術後経過および検査成績 :術後 IVHを 施行し,Tra‐

Sy101(30万単位十日),antiC。lincrgic agent,セファロスポ

リン投与および gaStric s,ctiOnを行い,畔 庇誰と感染

防止ならびに体液の維持 ・補正,米 養補給につとめた.

術後経過は当初極めて順調で,ア ミラーゼ値も衰 1の如

く,腹 腔内排液で術後 3日 目まで柾めて高値を示した

が,血 中,尿 中ともそれぞれ術後 5日 ,7日 目には正常

化した.そ の他の検fr成績ではⅢ軽度低 Ca血 症,BUN

の軽度上昇がみられた.術 後 8日 日より経日摂取を開始

したが,術 後 2週 目から40℃の高熱が出現し,右 摩肋部

に限局した圧痛および筋性防禦を認め,膵 炎後の膿瘍形

成を疑ったが,白 血球数,ア ミラーゼ値の上昇もなく,
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76(664) 小児急性出血性壊死性膵炎の 1

ド,外 揚に起因するものが主なものであった。感染症に

よるもののなかでは,流 行性耳下腺炎に統発する肝炎が

もっとも多いが,診 断学的にも問題があり,ま た,そ の

ほとんどが軽症例で あることから murnpus PanCreatitヽ

として区別して考えるのが妥当との報告も多いつ1のよつ.

そのほか床疹,風 疹,COXaCkie,B,E‐B,HcPatitiS‐B,

Cytomegalic,New Castle,感日などの Virus感染症,

肺炎,チ フス,犯 紅熱など種々の細菌感染狂に続発した

膵炎報告例がみられる°り.lL道系が開うするものでは,

先天異常がほとんどで,総胆管のう腫合併例がもっとも

多く,総 肌管狭窄,乳 頭部狭牢,障 管先天異常,重 複胆

のう例などが報告されている°1ゆ.回 虫による急性陣炎

は,Blumenstockら
のの5例 (12.5%)の 報告以後,近

年激減の傾向にある。一方,最 近本邦でも薬物による急

性膵炎が増力日しており,本 集計 でも5例 (9.8%)の ス

テPイ ド陣炎が報告され,市 原
19),OPpenheimerら2のに

よればステロイド膵炎は小児に多い ことを指摘してい

る。Azathiopurin,L‐asparaginaseなどによる薬物性膵炎

も報告されているり.

症状および理学的所見 :突然の腹痛,嘔 吐および発熱

が3主徴とされ,病 変が進行すると漸次イレウス症状を

早し脱水が著FJlとなり,五 症例ではいわゆる膵炎ショッ

クを伴 うに到る。われわれの集計でも全例に腹痛および

F区吐がみられ,そ のほとんどが突然の発症で,上 腹部痛

ないし左揮肋部痛であった.発 熱は無熱,微 熱,高 熱例

がほぼ同数であった。

圧痛は全例に,筋 性防禦約60%,抵 抗触知が14%に み

られて ヽヽるが,腫 瘤触知は 1例のみで Blumberg's sign

の記載はなかった。ショック症状を塁した2例中 1例は

死亡し,顕 性黄度は5例 にみられている.

診断 :臨床症状,理 学的所見および補助診断法を参考

にしてアミラーゼ値の上昇をもちて診断が確定されてい

るのが現状である。アミラーゼ上昇は種々の疾患でみら

れゆゆ192め
,Jordanらのは正常値の3倍以上,TraPnelllゆ

は1000SOmOgyi単位以上のものは急性膵炎の診断が下し

うると述べ,近 年,amylase isozymeゃ amylaSe‐crea`

tinin clearanceの比が鑑別診断に有用であるという
の2り.

一方,重 症例ではアミラ‐ゼ低値を示す例もあるので注

意を要し,小 児例ではさらに,ア セ トン血性嘔吐症と誤

診されることも多いことが指摘されているより2ゆ.白 血球

数は中等度増加例がもっとも多く,腹 部単純X線 では,

大方は不定ガス像を示すにすぎず,胃 腸透視や胆道造影

から陣炎の間接的異常所見が得られるとの報告もみられ

手術治験例

表 3

日消外会誌 11巻

治療法および治療成績

てt るヽ
20.

治療 :今回の集計例でみると,保存的療法例,手 術施

行例が ほぼ同数で,治 療成績ではそれぞれ 治癒率85.7

%,91.8%と なっており (表3),手術施行例が良好で手

術死亡はなかった。しかし,急性膵炎の治療は積極的保

存療法が行われるのが 原則であり,近 年,IVHの 本症

への有効性も報告され
1ゆ2,,白

験例でも適用し極めて有

効であったことから推賞されてよい方法と考えている。

急性B4t炎に対する aProtinin(Trasylol)の有効性も数多

く報告されている力ぜ分
1め

,そ の大量投与は抗ショック,

抗線溶,抗凝国作用があって, ショックおよび DICの

予防にも有効とされてヽヽる
2ゆ。また,PhOSPh。liPase‐A

抑制に対する CDP―colinの有効性や glucagonが眸次

に有効であるとの報告もみられる
2,.

かかる保存的療法によっても重症の出血性,壊 死性陣

炎の治療成績は極めて不良で,50～ 100%の 死亡率を示

し
2ゆ

,保存的治療のみでは治療成績の向上は望み難い。

Trapnelllりは手術療法が決して死亡率を高めるもので

はないと述べ,JacObSら
1つ

は重症膵炎の保存療法群,

手術療法群の生存率をそれぞれ29%,64%と 報告し,わ

れわれの集計でも死亡した6例中,障 病変の確認がなさ

れた5例すべてが出血性壊死性陣炎,化膿性膵炎例であ

り,手 術療法群中の 出血性壊死性膵炎の生存率は71%

(7例 中5例 )と 良好であり,村 田ら
2ゆ

も重症例では積

極的外科治療が必要であると述べている。

手術適応および術式 :一般に,1)他 の絶対的適応疾

患の疑いがある場合,2)内 科的治療で悪化をみる場合,

7)胆 道疾患を合併する場合,4)膿 瘍やのう胞を合併

した場合 などが手術適応として挙げられて ヽヽる
1ゆ1"1°

表4 術 前診断

8号

急 性 腹 膜 炎

患 性 腹 症

虫垂第孔性臆藤炎

虫  垂   炎

3
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2

3

2
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表 5 手 術々式

開 腹 + ド レ ナ ー ジ

ドレナージ+総 胆管外痩

胆 の う 十 二 指 腸 吻 合

担 摘十 の うほ 空 腸吻 合

胆 の う 空 鵬 吻 合

胆 道 ド レ ナ ー ジ

際 被 膜 切 開 十 沈 浄

記  載  な  し

21).ゎ
れわれの集計での術前診断は表4に 示した.

手術々式では, ドレナージ術が8例 でもっとも多く,

合併した胆道系への手術が付加さオtたものが6例であっ

た (表5)。現在,陣 炎に対する確立Lッた一定の術式はな

いが,腹 水中には Kinin形成酵素,種 々の膵酵素とそ

の分解産物,さ らには強い組織障害作用をもつ物質が存

在する
2の2りなどの原因により,腹 腔 ドレナージ,膵 周囲

ドレナージおよび腹膜潅流などがもっとも賞用されてい

るle110 21).近
年,輝 授動術兼陣床 ドレナージも良好な成

績が報告され
19,欧

米では,壊 死部膵切除や膵全摘の報

告もみられる
20.胆

道系疾患が急性膵炎の原因になって

いる場合は,小 児例でも積極的に胆道系手術が付加され

ている
191の2ゅ.

経過および予後 :一般に,小 児膵炎では鮮のう胞の合

併頻度が高いとされているがつ
, われわれの集計ではみ

られなかった。また,膵 炎再発はみられないとするもの

が一般的であるが,再 発例5例 ,慢 性再発性膵炎へ移行

した 1例 ,再 発死亡 1例の報告もみられ注意を要する点

と考えられる。

おわりに

5歳 6カ 月女児の膵体尾部急性出血性壊死性肝炎の 1

手術治験例を経験し,と くに術後,IVHお ょびaPrOtinin

の大量投与により治癒しえた経過を述べ,併 せて1967年

から1977年までの本邦小児膵炎51例の集計とともに若干

の文献的考察を力Hえた。
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